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研究要旨 
ウイルス性肝炎 elimination に向けた方策の確立には新規感染者の全国規模での状況の把握が必須である。

研究では 2016-2022 年の国内の急性 B 型肝炎の発生動向を解析し、HBV 新規感染報告の地域性・経時的変化
の解明を目的とした。その結果、急性 B 型肝炎は減少してきているものの、一部地域では増加の可能性もあり、
原因の解明と注視が必要である。さらに、elimination には肝炎ウイルス検査で見出された陽性者のフォローア
ップが重要である。地域単位の micro elimination の試みが有効と考えられた。

A. 研究目的
慢性 C 型肝炎は直接作用型抗ウイルス剤(DAA）が

開発され、ほぼ全ての患者で HCV 排除が可能になっ
ている。一方、慢性 B 型肝炎も有効な治療薬がある
ものの、HBV 完全排除は難しく、現状の把握とそれ
に基づいた対策が必要になっている。本研究では
2016-2022 年の国内の急性 B 型肝炎の発生動向を解
析し、HBV 新規感染報告の地域性・経時的変化の解
明を目的とした。また、感染を知りながら治療を受
けていない人は 50-125 万人と推定されており、肝炎
ウイルス検査陽性者への受診受療勧奨が喫緊の課題
となっている。

B. 研究方法
感染症サーベイランスにより 2016-2022 年の急性

B 型肝炎発生届のデータを抽出・解析した。毎年の
報告数および症例の年齢、性別、居住地域を解析す
ることで、HBV 新規感染報告の地域的・経時的変化
を明らかにする。また、本研究では、自治体が把握
する肝炎ウイルス陽性者の受診受療勧奨システムを
導入し、その効果検証を行った。

（倫理面への配慮）
 情報については匿名化し、研究班では個人情報を
保持しない。また、情報公開の際も個人を識別でき
る情報は排除する。

C. 研究結果
(1) 急性 B 型肝炎の疫学

2016-2022 年に急性 B 型肝炎の届出数は 1,410 例
であった。この期間に届出された 1,410 例の内訳は,
男性 1,152 例, 女性 258 例で, 男女比（男／女）は約
4.5 であった。各年の男女比は 3 倍以上であり, 明ら
かな性差が認められた。年齢群別では, 男性は 25～
29 歳と 40～41 歳の２つに, 女性は 20～24 歳にピー
クがみられた。100 万人あたりに直すと, 男性は 25
～29 歳に, 女性は 20～24 歳にピークがみられた。

2016～2022 年の間に, 全 47 都道府県から 1,410
例が届出された。東京都 353 例, 大阪府 100 例, 神
奈川県 94 例の順に届出数が多く, 20 県は届出数 10
例以下であった。人口 100 万人当たりの届出数では,
宮崎県, 東京都, 群馬県の順に多かった。人口 100
万人対の都道府県別急性 B 型肝炎患者報告数の年次
推移は、多くの県で減少傾向を示しているが、群馬
県（男女とも）で増加傾向、宮崎県（男性）で減少
が見られなかった。

2016～2022 年に届出された急性 B 型肝炎の症状
および所見は（重複あり）, 肝機能異常が 1,100 例
（78％）, 全身倦怠感が 972 例（69％）, 黄疸が 822
例（58％）, 褐色尿が 514 例（36％）, 発熱が 316
例（22％）, 嘔吐が 233 例（17％）である。また、
劇症肝炎は 35 例（2.5％）であった。その他の症状
として, 食欲不振, 腹部違和感, 関節痛などが記載さ
れていた。2016～2022 年における届出時点での死
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亡は 6 例（0.4％）であった。 

1,410 例の感染原因・経路（複数回答を含む）は, 性
的接触が 983 例（70％）と最も多くを占めており, 針
等の鋭利なものの刺入が 39 例（2.8％）（男性 28 例, 
女性 11 例）, 輸血・血液製剤が 1 例, 母子感染が 1
例だった。その他または原因不明は 409 例であった。
なお, 海外に多い静注薬物常用を感染原因・経路と
する届出はなかった。性的接触感染を詳細にみると, 
男性の性的接触感染（829 例）の内訳は, 異性間性的
接触が 467 例（56％）, 同性間性的接触が 250 例
（30％）, その他または不明が 130 例であった（同
性間・異性間または異性間・不明の重複 18 例を含む）。
女性の性的接触感染（154 例）では,異性間性的接触
が 131 例（85％）を占め, 同性間性的接触が 3 例
（1.9％）, その他または不明 21 例であった（同性
間・異性間の重複 1 例を含む）。性的接触が感染原因
である患者年齢分布のピークは, 男性は 20～34 歳
と 40～4B 歳の 2 つであり, 女性は 20～34 歳のみで
あった。 

(2) 自治体における B 型肝炎ウイルス陽性者の受診
受療勧奨システムの構築と効果検証 

2022 年度の愛知県岡崎市の肝炎ウイルス検査陽
性者の調査票による現状調査および受診通院受療の
結果を示す。対象陽性者数は B 型 246 名、C 型 104
名であった。調査票の回収率は B 型 38％、C 型 40％
であった。専門医療機関の受診は B 型 89％、C 型 98％
であり、B 型で少ない理由としては、自覚症状がな
いからという返答が大部分を占めた。診断の結果は、
B 型陽性者は無症候キャリア 33％、慢性肝炎 25％、
肝硬変 0.04％、肝がん１名 0.01％、C 型陽性者は無
症候キャリア 42％、慢性肝炎 32％、肝硬変 0.03％
であった。現在の通院状況は、B 型 86％、C 型 83％
であった。受療率は、B 型 26％、C 型 78％であり、
B 型で受療した理由は勧められた、必要性を感じた
が大きな割合を占めた。B 型、C 型いずれも治療を
受けるように進められたのは医師が多くを占めた。
一方、治療を受けない理由も医師の影響が多いこと
がわかった。QR コードによる受診通院受療勧奨であ
るが、回答に占める QR コードの割合は、2019 年度
10％、2020 年度 16％、2021 年度 15％、2022 年度
14％であった。４年間の回答者 86 名は 70 歳未満の
男性（B 型肝炎陽性者）が多かった。 

 

D. 考察 
最近、数年間の急性 B 型肝炎の届出数は, 年間

140-260 例の範囲でほぼ横ばいである。輸血による
感染は減少し, 性的接触による感染が約 7 割を占め
ている。性的接触による感染は 20～30 代前半に年
齢のピークがあることを考慮し, ワクチン接種やコ
ンドームの使用等の予防啓発を行う必要がある。急
性 B 型肝炎と診断・届出された症例中, 4 割は黄疸を
示していなかったことから, 肝機能異常が指摘され
るまでは, 感染を自覚しない感染者が多数いる可能
性がある。自治体による住民検診等の機会があれば, 
肝機能検査を受けることが望ましい。人口あたりで
換算すると増加傾向にある地域の存在が考えられる。
増加の原因について解析が必要である。 

自治体の陽性者対策については毎年１回の受診通
院受療勧奨が有効なことがわかった。新規肝炎ウイ
ルス検査陽性者数が減少しており、特に HCV 陽性者
は１桁に減少しており、HCVelimination は目に見え
る目的として、自治体の担当者のモチベーションに
なっているものと考えられる。 
 
E. 結論 

急性 B 型肝炎は減少してきている。最近は一部地
域で増加している可能性があり、梅毒等の他の性感
染症とともに啓発が必要である。 
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